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人口のうごき
世帯数 9.183世帯
人 口 46.920人
出 生 67人
死 亡 22人
婚姻 26件
離婚 3件

魚津市友道

中部印刷株式会社

追

加

更

正
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五

千

六
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余

万

円

財
政
再
建
計
画
変
更
な
ど
可
決

m

九
月
定
例
市
議
会
は、

去
る
二
十
八
日
行
わ
れ
、
二
十
九

m

m

日
か
ら
二
日
ま
で
休
会
、
三
、
四
日
両
日
京
会
議
を
ひ
ら
き
、

w

m

財
政
再
建
計
画
変
更
な
ど

二
十
議
案
、
同
意

一
件
な
ど
を
審

切

切
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

m

o財
政
再
建
計
画
の
変
更

的
措
置
と
し
て
貯
溜
槽
設
置
費
百
八
十

財
政
再
建
の
期
間
は
、
九
万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
購
入
費
百
七
十

昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
昭
ご
万
円
、
貯
水
槽
二
十
六
万
円
が
計
上

和
三
十
九
年
度
ま
で

の

六

さ

れ
ま
し
た
。

ヶ
年
で
し
た
が
、
昭
和
三

O
下
水
道
条
例
設
定
で
は
、
公
共
下
水

十
四
年
に
お
い
て
赤
字
解
道
の
使
用
が
公
示
さ
れ
た
と
き
は
、

消
額

て

三
O
O万
円
の

六
ヶ
月
以
内
に
排
水
設
備
を
設
け
な

と
こ
ろ
、
一
一
、
六
八
二

万
円
返
済
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と、

排
水
設
備

の
で
こ
ん
ど
昭
和
三
十
八
年
ま
で
の
五
の
接
続
方
法
や
管
の
内
径
、
使
用
料

ヶ
年
聞
に

一
年
短
縮
し
ま
し
た
。
こ
の

な
ど
を
き
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

ほ
か
昭
和
三
十
五
年
計
画
に
お
い
て
国
て
使
用
料
は
水
道
水
汚
水

一
ヶ
月
十

の
事
業
費
の
認
承
額
決
定
と
給
与
改
訂
三
立
方
米
六

O
円
、
井
戸
そ
の
他
の

に
よ
り
計
画
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

汚
水

一
立
方
米
五
円
、
大
便
器
五
0

0
蔵
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

円
、
小
便
器
ニ

O
円
と
な
り
ま
す
。

追
加
更
正
予
算
五
千
六
百
六
十
四
万
ま
た
下
水
道
分
担
金
条
例
で
は
、

七
千
九
百
十
五
円
の
う
ち
、
収
烈
.C
.u
u
下
水
道
を
布
設
す
る
場
合
に
公
共

か
か
，t
.の昨
、

市
税
の
伸
び
三
千
四
十
ま
す
に
要
す
る
費
用
を
普
通
ま
す
H

六
万
七
千
円
、

霊
園
使
用
料
二

百
二
十

一
、
六
四

O
円
、
特
殊
ま
す
H
設
置

四
万
円、

国
庫
支
出
金
二
百
五

十

四

万

費

の

三
分
の
こ
の
額
を
、
分
担
金
と

余
円
、
県
支
出
金
四
百
七
十
九
万
余
円、

し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

寄
付
金
二

千
六
百
八
十
八
万
余
円
な
ど

を
き
め
て
い
ま
す
。

t-が
増
え
て

い
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付

。
魚
津
市
黒
部
市
衛
生
処
理
組
合
設
立

em一
税
四
百
九
十
五
万
余
円
、
雑
収
入
で
六
で
は
、
し
尿
処
理
に
関
す
る
事
務
を

一
百
四
十
九
万
余
円
、
市
債
百
十
万
円
が
共
同
処
理
す
る
た
め
組
合
規
約
を
定

一
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

一

£
削
引
い
山
、

図
書
館
建
設
事
業
千
五

八
V
市

民

税

の

税

率

を

引

下

げ

一
百
十
万
円、

綜
合
運
動
場
建
設
費
千

二

|

お

年
度
分
か
ら
滴
用
1

一
百
万
円、

産
業
会
館
敷
地
買
収
費
二
百

市
税
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
で

一
万
円
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
は
、

市
民
税
の
税
率
を
次
の
よ
う
に
改

一
ら
れ
ま
す
。

正

し
ま
し
た
。

一

道
路
改
修
、
林
道
新
設
な

ど

お

よ

そ

五

万
円
以
下
の
金
額
を
百
分
の
三

-

nw一
四
百
万
円、

木
江
大
光
寺
線
な
ど
の
道

三
、
五
万
円
を
こ
え
る
金
額
百
分
の
四

川
和
一

路
舗
装
三
百
六
十
万
円、

国
道
八
号
線

・
一
一
、
十
万
円
を
こ
え
る
金
額
百
分
の

月
物
一
用
地
質
収
費
百
十
七
万
円
、
公
園
墓
地
五
・
二
、
十
五
万
円
を
こ
え
る
金
額
百

円
削

一
葦

一三

百

十
九
万
円
、
片
貝
川
ほ
か
災

分

の

六

・
O
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の

0
・

m間
一
害
土
木
復
旧
事
業
費
百
十
八
万
円
が
計

三
ず
つ
税
率
が
さ
が
り
ま
し
た
。

和
3
一
上
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
二
十
万
円
以
上
の
所
得
者
も
こ

何
切
一

教
育
関
係
で
は、

大
町
、
西
布
施

小

の

税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
学
校
の
給
食
室
の
増
改
築
お
よ
び
設
備

ま

た

扶
養
控
除
は
、
一
人
に
つ
い
て

一
に
百
七
十
七
万
円
、
へ
き
地
に
勤
務
す

三

O
O円
が
三
五

O
円
に
改
め
ら
れ
ま

一
る
教
員
の
住
宅
を
解
消
す
る
た
め
古
鹿

し

た

。

一
熊
に
数
員
宿
泊
所

建
築
費

四
十
一

万

こ
こ
で
昨
年
の
所
得
三
O
方
円
の
人

一
円
、
奨
学
資
金
貸
付
金
六
万
円
が
見
込
を
例
に
と
っ
て
市
民
税
を
算
出
し
て
み

)
一

ま
れ
ま
し
た
。

ま
す
と
(
扶
養
控
除
二
人
と
し
て
〉

今

け

一

そ

の

ほ
か
、
し
尿
の
処
理
に
つ
い
ま
で
一

O
、
O
ニ
O
円
だ
っ
た
も
の
が

て
、
将
来
処
理
場
が
で
き
る
ま
で
暫
定

九
、
一
一一一一

O
円
と
な
り
、
七

O
O円
安

報広市津

く
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
き
ま
る

市
の
教
育
委
員
会
委
員
梅
原

善
苗

氏
、
守
谷
良
雄
氏
が
任
期
満
了
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
華
蔵

閣
行
亮

(
吉
野
、
四
七
才
)
高
野
宗
雄

(
上
村
木
、
五
ニ
才
)
の
両
氏
が
去
る

二
十
八
日
市
議
会
の
同
意
を
得
て
き
ま

り
ま
し
た
。

-
保
険
証
を
ま
だ
受
取
っ
て
い
な
い
方

.
国
保
に
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

.
世
帯
の
中
で
記
入
も
れ
の
方

・
社
会
保
険
(
会
社
、
工
場
の
健
康
保

険
)
と
二
重
加
入
に
な
っ
て
い
る
方

今
後

一
層
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

・
出
生
や
死
亡
で
ま
だ
保
険
証
の
訂
正

が
す
ん
で

い
な
い
方
、
ま
た
出
産
費

ま
す
。

・

葬
祭
費
を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方

な
お
寄
付
申
込
み

(
予
定
)
を
ま
だ

一

魚
津
中
央
線

(2
メ
ー
ト

ル

五
メ
ー
ト

ル
)
は
、
県

・
市

・
お
よ
び

一・

社
会
保
険
や
船
員
保
険
の
き
れ
た
方

さ
れ
て
い
な
い
区
は
な
る
べ
く
早
く
申
一
仕
衣

〉
は
、
昨
年
、
村
木
十
字
路
か

地
元
負
担
金
八
十
万
円
で
舗
装
さ
れ
ま

一
・
結
婚
や
養
子

に
よ
っ

て
保
険
証
の
変

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

昨

ら
経
田
寄
り
に

一
部
舗
装
さ
れ

す

。

一

一史
の
あ
る
方

一・

住
所
の
変
更
の
あ
る
方

-
募
金
状
況
|

一

.1
口

ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
神
明
町
中

(
写

真

雪

印
・中
央
線
の
館

空
L

事
)
一

な
お
病
気
や
け
が
で
医
師
に
か
か
ら

マ

一
O
O万
円

北

陸
電
力
株
式
会
社

一
ー
と

央
通
り
か
ら
カ
ー

バ
イ
ド
踏
切

、
税ー
ゴ

彦
監
察
豪
語
同

一
れ
る
と
き
は

「
保
険
証
は
お
忘
れ
な
く

マ

八
O
万
円

じ

陸
良
一
丁

一

公

ま
で
、
残
り
の
舗
装
工
事
が
県

パ
パ
勝
吻
織

機
織

開

み
ユ

モ

」

持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

三
五
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円

ド
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銀
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れ
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臨
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問
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マ

一
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ト
ル
の
車
道
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一
九
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ト

ル

3
1襲
撃

鰯

警

一
ま
っ

γ
い
な
い
方
は
至
急
納
め
て
く
だ

マ

一
五
万
円

旅

館
組
合

一

央

を
舗
装
す
る
も
の
で
、
十
一

月

閥

闘

鶏

魁

鶴

間

援

さ

い
。

マ

二

万
円

建
具
組
合

一

中

中
旬
に
完
成
す
る
予
定
で
す
O

L
ek
i働
組

関

闘

騒

鰯

鶴

一
-
空

期

分

(
魚
津
、
道
下
、
下
野
方

マ

一
O
万

円

浴

場
組
合

一

.

‘

ま

た
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場
前
通
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よ
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第
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期
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(
下
中
島
、
上
中
島
、
松

マ

六
万
円

魚
津
製
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一
一
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向
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倉
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団
)

マ
一
七
万
二
千
円

煙
草
組
合
そ
の
他
一
岩
崎
は
、
工
場
誘
致
条
例
に
よ
り
、

凸一一
悩

喝

岨

蝿
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湖
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機
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及
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¥
γ
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陵

謡

繍

踏

襲

一

井
簡
を
地
下
に
沈
め
る
基
礎

一
を
除
く
た
め
、
三

O
O万
円
で
工
事
が

総
麟

配

晶

竃

圃

濁

楢

繍
闘

願

畑
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寄

付
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事
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夫
松
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志〉
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0
0
0円
餌
指
町
石
川
庄
之
助

市

の

観

光

地

や

産

業

を

紹

介

す

る

(

母
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死

去

に

よ

る

香
志〉
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0
00
円

匿

名

ン
ク

l
ル

募

集

一

、
O
C
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匿

名

↑

;

四

O
O
円

住

吉

松
本
久
雄

一

ι締
切
H
昭
和
お
年
叩
月
別
日

ハ
拾
得
金
)

一

弘
コ
ン

ク
ー
ル

展

ニ
O
O円
削
川
町
伊
雌
与
三
次
郎

一

日
月
2
日
か
ら

3
日
ま
で

2
u
問

(

拾

得

金
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

間
部
中
学
校
で
行
い
す
。

寄
付

が

あ

り

ま

し

た

。

一

1
賞
状
授
与
式
N
昭
和
お
年
什
月
3

1

-

つ
i
E，
お

知

ら

せ

i
l
i
-
-
!一一

日
午
後
1
時
か
ら
水
族
舘
内
二
階

'

一

ー

一
十
月
発
行
の
市
広
報
は
、
市
議
会

一
一

会
議
室

・

-

一
関
係
の
記
事
を
掲
載
の
た
め
六
日
岨

ι表
彰
H
入
選
H

一
一
一
名

一
に
市
役
所
を
発
送
し
ま
し
た
の
で

一

佳
作
日

二
O
名

一
ご
了
承
願
い
ま
す
。

一

産
業
文
化
会
舘
工
事
に
着
工

第

一

期

工

事

を

三

千

百

余

万

円

で

待
望
の
産
業
文
化
会
舘
の
建
設
は、

い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
の
び
の
び
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、

去
る
二
十
六
日
、
第

一
期
工
事
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
三
、
一
八
五
万
円
で
関
口
組
に
搭

札
し
ま
し
た
っ
こ
れ
は
主
体
工
事
お
よ

び
外
装
工
事
の
み
を
行
う
も
の
で
十
月

上
旬
着
工
し
、

来
年
五
月
に
完
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
装
工
事
お
よ
び
設
備
な
ど

の
第
二

期
工
事
は、

資
金
の
見
通
し
が
は
っ
き

り
つ
い
て
か
ら
入
札
す
る
予
定
で
す。

産
業
会
舘
は
皆
さ
ん
方
に
十
分
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
日
も
早
く

完
成
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
が

1¥ 

線

早

月

大

橋

工

事

に

と
りか
か
る

国

道

号

国
道
八
号
線
の
早
月
川
に
か
か
る
早

月
大
橋
の
起
工
式
は
、
去
る
三
十
日
に

滑
川
市
中
村
地
先
の
現
地
で
、
北
陸
地

方
建
設
局
長
な
ど
関
係
者
が
あ
つ
ま
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

早
月
大
橋
は
、
川
縁
(
上
中
島
)
地

先
と
滑
川
市
中
村
地
先
に
か
け
ら
れ
る

も
の
で
、
長
さ
二
九

0
・五

メ
ー

ト
ル
、

巾
員
九
・
五
メ
ー
ト
ル
'
、

高
さ
八

・
五

メ
ー
ト

ル
の
も
の
。
橋
台
二
基
と
橋
脚

六
基
か
ら
な
り
、

P
S
コ
ン
ク
リ

ー
ト

で
総
工
事
費

一
億
七
千
五
百
万
円
が
見

三
悪
を
土
俵
の
外
へ

pム，

^ 
p 

左

込
ま
れ
、
三
十
七
年
に
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
工
事
は
、
さ
き
ご
ろ

か
ら
進
め
ら
れ
、

直
径
八
メ

ー
ト
ル
の
井
筒
六
基
を
地
下

十
メ
ー
ト

ル
に
沈
下
す
る
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
川
縁

l
早
月
右
岸
聞

や
く
八
百
メ
ー

ト
ル
の
道
路

も
千
六
百
万
円
で
と
り
つ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

(写
真

選
挙
の
公
明
化
運
動
に
つ
い
て

近
く
行
わ
れ
る
衆
議
員
議
員
総
選
挙

は
、
わ
が
国
民
主
々
義
擁
護
の
た
め
に

ま
こ
と
に
重
大
な
意
義
を
も
っ
て
レ
ま

す
。
こ
の
総
選
挙
を
ま
え
に
、

最
近
各

地
に
事
前
運
動
な
い
し
は
そ
れ
に
ま
ぎ

ら
わ
し
い
動
き
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い

る
よ
う
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
政
治
が
立
派
に
行

わ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
選
挙
が
き
れ

い
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

は
何
は
さ
て
お
い
て
選
挙
が
そ
の
規
則

に
し
た
が
っ
て
正
し
く
行
わ
れ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

近
年
、
選
挙
の
終
っ
た
あ
と
で
き
ま

っ
た
よ
う
に
金
の
か
か
っ
た
選
挙
で
あ

っ
た
と
い
う
声
が
立
つ
の
で
す
。
事
実

11' 

な
げ
か
わ
し
い
こ
と
に
、
選
挙
違
反
は

だ
ん
だ
ん
悪
質
に
な
り
、
ま
た
巧
妙
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
政
治
の
主
人
公

で
あ
っ
て
自
分
の
代
表
者
に
金
を
つ
か

わ
せ
る
こ
と
は
矛
盾
も
甚
だ
し
い
こ
と

で
す
。
選
挙
は
候
補
者
や
政
党
が
法
律
で
定

め
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
堂
々
と
運
動
を

行
な
い
、
選
挙
人
は
静
か
に
候
補
者
の

政
見
や
所
属
の
政
党
の
政
策
を
よ
く
し

ら
ベ
、
ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
運
動
の

や
り
方
な
ど
に
注
意
し
て
、
選
挙
法
を

守
っ
て
正
し
く
選
挙
運
動
す
る
信
煩
で

き
る
候
補
者
を
選
挙
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

マ

一
O
万
円

マ

一
万
二
千
円

川
島
平
太
郎

東
京
都
真
島
し
の
ぶ

ほ
か
一

名

マ

一
一
万
三
千
八
百
七

O
円

上
中
島
地
区

ハ
現
金
納
入
分
の
み
)

累

計

一

五
、
四
四
一
二
、
二

五
O
円

観

光

写

真

コ

市
の
観
光
産
業
は
近
年
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
で
は
、

商
工

会
議

所
、
商
庖
連
盟
、
観
光
協

会
、
カ
メ
ラ
商
組
合
の
後
援
で
、
こ
れ

を
一

層
ゆ
る
ぎ
な

・い
も
の
と
す
る
一

環

と
し
て

「
魚
津
市
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー

ル
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ひ
ら
き
ま
す
コ

優
秀
作
品
は
市
の
観
光
地
や
産
業
を
県

内
外
に
紹
介
宣
伝
す
る
た
め
に
使
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
応
募
規
定

・
題
材
H
市
内
観
光
地

(
四
季
を
通
じ

て
の
風
景
、
風
俗
、
行
事
、
文
化
財

お
よ
び
建
物
等
あ
ら
ゆ
る
観
光
資
源

を
取
材
し
た
も
の

・
資
格
日
自
由

・
枚
数
日
制
限
な
し

・
規
格
H
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
(
白
、

黒
)

し
四
ツ
切
と
し
て
入
選
(
住
作
を
含

む
〉
し
た
も
の
は
原
板
提
出
の
こ

と
。

つム
全
作
品
に
は
、
応
募
用
紙
に
所
要

事
項
を
記
載
し
添
付
す
る
と
と
も

に
作
品
裏
而
に
題

名
、
住
所
、

デ
1

ベ

~

タ
ー
を
記
入
す
る

一入
J
b
、

こ
と
。

¥
円

da」

1
搬
入
先
日
市
役
所
，
ト
臥
判
い
)
ゃ

商
工
水
産
課

(
水

ad

族

館

内

)

可

ー
国
保
だ
よ
り
l

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
な
ど
に
つ

い
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
誌
の
内
容
に
法
ち
が
い
が
あ
る

方

国
を
家
庭
を
明
か
る
く
築
く

郵

便

貯

金

指

強

運

動

は

じ

ま

る

郵
便
貯
金
は
、
去
る
六
月
つ
い
に
一
に
も
大
へ
ん
役
立

っ
て
お
る
こ
と
は
み

兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
一

兆
円
と
い
な
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
と
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

郵
便
貯
金
が
こ
ん
な
大
き
い
額
に
な

ゃ
ん
か
ら
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
り
ま
し
た
の
は
、

使
利
で
安
全
、
し
か

に
い
た
る
ま
で
国
民
の
一
人

一
人
が

一

も
有
利
で
税
金
も
か
か
ら
ず
誰
れ
に
も

万
円
あ
ま
り
合
貯
金
し
て
い
る
こ
と
に
知
れ
な
い
う
わ
に
し
ら
ず
/
¥
財
産
が

な
り
ま
す
。

ふ
え
る
か
ら
で
す
。
郵
便
貯
金
で
豊
か

さ
て
一

兆
円
と
い
う
大
き
な
お
金

は

な

明
か
る
い
く
ら
し
の
設
計
を
た
て
て

大
蔵
省
資
金
運
刷
部
と
い
う
と
こ
ろ
を
く
だ
さ
い
。

通
じ
て
、

都
道
府
県
や
市
町
村
、
公
慮

十
月
三
十
一
日
ま
で
は
「
国
を
明
か

公
団
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
て
、
町
や
村
る
く
築
く
郵
便
貯
金
増
強
運
動
」
が
始

を
よ
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
全
戸
洩

す
。
魚
津
市
で
も
こ
れ
を
借
り
て
学
校
れ
な
く
郵
便
貯
金
に
加
入
く
だ
さ
る
よ

を
建
て、

道
協
を
な
お
し
、
水
道
を
つ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

く
り
、
住
宅
を
た
て
、大
火
復
興
の
た
め

(魚
津
郵
便
局
)



(2) (昭和伸9月13日)
第3種郵便物認可/報広

最
近
と
く
に
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
道

路
上
の
混
雑
を
緩
和
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
こ
の
あ
い
だ
の
国
会
で
新
ら

し
い
道
路
交
通
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
現
在
の
道
路
交
通

取
締
法
が
バ

冷
の
交
通
事
情
に
合
わ
な

く
な
っ
た
た
め
、
新
ら
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
法
律
と
す
る
よ
う
改
正
さ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
と
し
の
十
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に

こ
の
法
律
の
要
点
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

、
F

‘

‘蝿
，
，
ホ
hv

O
歩
〈
人
の
保
護

ろ一

助

こ
の
法
律
は

H

人
命

率

'

C

家品
V

P

逝

R

尊
重
H

の
立
場
か
ら
歩

岬如、

，佼間以

行
者
の
保
護
と
い
う
こ

み

p

機

と
を
強
く
打
ち
だ
し
て

-hmtb

い
ま
す
。
た
と
え
ば
横

ヂ

醐

盟

断
歩
道
を
歩
い
て
い
る
ヘ
器

開

園

歩
行
者
が
あ
る
と
き
は
…一
持

i

自
動
車
は
一
時
停
車
す
内
紛

る
か
除
行
す
る
よ
う
、

トム

ミ
、
二

!
 

今
日
よ
り
一
段
と
運
転
制凶
作
過

‘

者
の
義
務
が
強
め
ら
れ
て

い
ま
す
0

0
交
通
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ス
に

混
乱
し
て
い
る
交
通
の
流
れ
を
ス

ム
ー
ス
に
し
て
危
険
を
な
く
す
る
た

め
、
車
の
通
行
順
位
や
優
先
順
位
を

は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、
追
越
し
ゃ
割

り
込
み
の
禁
止
範
囲
を
広
げ
た
り
し

て
い
ま
す
。

と
く
に
新
法
で
は
「
酒
気
を
お
び

て
運
転
で
き
な
い
」
と
明
示
さ
れ
た

点
が
目
立

っ
て
い
ま
す
c

こ
の
ほ
か

に
も
過
労
運
転
、
整
備
不
良
の
車
の

運
転
な
ど
は
無
謀
運
転
と
し
て
禁
止

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

。
道
路
を
広
〈
使
い
よ
く

交
通
の
危
険
を
少
な
く
す
る
た
め

道
路
を
広
く
つ
か
お
う
と
、
駐
車
禁

市津魚昭和35年 10月1日発行〈第168号〉

止
の
範
囲
を
広
げ
た
り
、
ま
た
不
法

な
駐
車
を
し
て
い
る
と
き
は
、
お
ま

わ
り
さ
ん
が
車
を
移
動
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

。
免
許
制
度
の
合
理
化

今
ま
で
あ
っ
た
運
転
免
許

(
自
動

車
)
と
運
転
許
可

(
原
動
機
付
自
転

車
)
を

一
本
化
し
て
、

す
べ
て
運
転

免
許
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
免
許
の
事
務
を
合
理
化
す
る
た

め
全
国
的
な
基
準
を
定
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

み

んた

つ

な
し

フ
=n::. 
旦主

ク

フ

フ

マ
神
明
二
区
仲
良
し
ク
ラ
プ

マ
新
金
屋

一
区
善
い
子
の
会
マ
新
屋
敷
児
童
ク
ラ

ブ
マ
出
村
児
童
ク
ラ
プ
マ
港
町
児
童
ク

ラ
プ

マ
川
原
町
児
童
ク
ラ
プ
マ
岡
町
児

童
ク
ラ
プ
マ
八
幡
町
児
童
ク
ラ
プ
マ
紺

屋
町
児
童
ク
ラ
グ

〔
道
下
〕

マ
四
ツ
葉
児
童
ク
ラ
プ
マ
青

空
児
童
ク

ラ
プ

マ
双
葉
児
童
ク
ラ
ブ
マ

親
和
会
学
童
部

〔
経
団
〕

マ
平
伝
寺
一
区
児
童
ク
ラ
プ

マ
平
伝
寺
ニ
区
児
童
ク
ラ
プ
マ
旭
町
児

童
ク
ラ
プ
マ
地
方
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
プ

マ

落
合
児
童
ク
ラ
プ
マ
浦
方
児
童
ク
ラ
プ

マ
向
町
児
童
ク
ラ
プ
マ
表
向
児
童
ク
ラ

プ
マ
港
町
児
童
ク

ラ
プ

マ
上
坂
児
童
ク

ラ
プ

マ
栄
町
児
童
ク
ラ
プ
マ
天
王
児
童

ク
ラ
ブ

マ
持
光
寺
児
童
ク
ラ
プ

〔
天
神
〕

マ
東
山
親
子
会
マ
天
神
野
新

双
葉
会
マ
東
尾
崎
山
彦
会
マ
木
下
新
小

鳩
会ハ西
布
施
〕
マ
小
川
寺
児
童
ク
ラ
プ
マ

蛇
田
児
童
ク
ラ
プ

な
お
児
童
ク
ラ
プ
設
置
に
つ
い
て
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

支
』い。

グ

は

J、
イ

キ

埋
設
林
舘
、
水
族
館
ヘ

。
らした ・がとと ・い ま解悪も罰 罰
れたりまでい 罰酒いこす と質よ金今則
るがしたきう 則をま の。 反 ないさまを
よ、た 今ま H の飲す中 省者とえで重
う新者まし酒二んとで をにい払罰 く
にらはでた飲倍で、と 求はうえ則
なた 罰 過 。み ま運 く め罰考ばが
りにせ失 にで転 に る則え法軽
ま過らで は刑中 か よををはか
し失れ 家 痛がに わ う重改守っ
たでまを い 重逮 つ にくめらた
。もせこ H く反 た ししるなた
罰んわ 罰 なす 点 ててよくめ
せでし 則るる と い理うてに

美術展

11月2.3日西中で ! 
市芸術協会では、芸術の振興をはかり、 i、

地方文化の向上に寄与する目的で第6回美 ?
術展覧会を来る11月2目、 3日の両日、西部安日
中学校でひらきます 。，.. _ 

同協会は、去る27年10月に結成され、毎 ' 
年展覧会をひらいてきましたが、洋画、日 せ

本画、書道、高 ・中 ・小学校の図工などの

成績向上に努力してきております。

ことしの美術展覧会部門は、光画〈写真

〉洋画、 書道、華道、高 ・中 ・小作品、 中

小科学展作品、県美術展作品となっており

多く の出品をのぞんでいますo

で

き

る

!

去
る
五
月
実
施
し
た
正
し
く
通
行
す
る
運
動
は
、
予
想
1
{
j
{
j
f
t
t
(
j

L
H
V

以
上
の
成
県
を
お
さ
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
七
月
を
転
機

手

刷

耳

と

し
て
交
泊
の
ル

l
-w
は
再
び
乱
れ
を
み
せ
て
お
り
ま

宮

-

ヲ

心

す

。
こ
れ
を
正
し
い
も
の
に
た
て
な
お
す
た
め
、
更
に
ま

u
d
r
~
:
、

た
、
十
二
月
二
十
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い
交
通
の
き

〉

τ
G

ま
り
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
十
月
一
日
か
ら
一

4
f
e
hし

ヶ
月
間
、
県
下

一
せ
い
に
正
し
く
通
行
す
る
運
動
が
行
わ

』

l

ト
k

れ
ま
す
。
次
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
り
、
お
瓦
い
に
事
故

「
，
ト

ι
を
起
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う。

Ar』
F
り

O
道
路
は
、
右
は
し
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

r
l

、

4

0

車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
通
ら
な
い
よ
う
い
た
し
ま
し

酔

て

刀

ょ

う。

五

日

内

目

。

道
を
横
切
る
と
き
は
止
ま
っ
て
見
て
、
待
っ
て
通
り
ま

E
E目
、

し

ト
ι
R
J
O

ノ
¥

.

3

=

0

自
転
車
は
、
左
は
し
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

し
0
=
。
道
路
に
「
物
」
を
置
い
た
J
、
出
一

H

=

し

た

り
し
な
い
よ
う
い
丈

L
ま

L
T
i
t

-

-

4

・・・
=

-

d

Mr吐
J

，t、，

A

a

4

=

ょ
う
0

・
kbJ

一
E

i

-

一

O
酔

っ
ぱ
ら
い
や
、
つ
か
れ
た
と
き
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厳酷

=

の

運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う。

t
A

歩
行
者
の
保
護
す
・
重
点
に

新
。
道
路
交
通
法
。
生
ま
れ
る

く

ろ

の

い

児

|

連

合

会

が

現
在
市
内
に
は
三
十
三
の
児
童
ク
ラ

プ
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
児
童
ク

ラ
プ
の
育
成
は
青
少
年
問
題
協
議
会
に

お
け
る
育
成
の
大
き
い
対
策
の
一
つ
と

し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
各
ク

ラ
プ

で
は

活
発
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
更
に
強
力
に
推
進
し
よ
う
と

こ
の
ほ
ど
魚
津
市
児
童
ク
ラ
プ
指
導
者

連
合
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

誰
し
も
自
分
の
子
ど
も
が
立
派
に
育

つ
よ
う
に
と
ね
が
う
も
の
で
す
が
、
自

分
の
子
ど
も
は
社
会
の
子
ど
も
で
あ
り

自
分
の
子
だ
け
の
幸
福
で
な
く
、
社
会

の
子
ど
も
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
幸
福
な

人
間
に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
社
会
生
活
は
、
遊
び

の
集
団
を
通
し
て
伺
よ
り
も
子
ど
も
た

ち
の
要
求
と
自
主
性
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
自
身
'の
創
意
工
夫
に
よ
る

十
月
一
日
か
ら
一
ケ

け

月
間
「
納
税
貯
蓄
組
合

掛

一

普
及
月
間
」

が
行
わ
れ

心

閉

ま

す

。

の

月

魚
津
地
区
税
務
協
議

日

化

会
で
は
、
納
期
限
内
納

の

強
付
率
を
た
か
め
、
広
く

そ

及

納
税
意
識
の
高
掲
を
は

日

普
か
る
こ
と
を
主
眼
と
し

の

中
て
次
の
よ
う
な
行
事
を

そ

月

行

い

ま
す
。

ま

川

・

ス
ラ
イ
ド
映
画
の
上

川

町

一

-

映

U
十

一

・

優
良
納
税
貯
蓄
組
合

.1

会
長
と
の
懇
談

-
各
種
会
合
に
積
極
的
に
出
席
し
て
組

合
設
立
の
必
要
性
を
強
調
す
る

-
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
、
新
聞
、

ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ピ
に
よ
る
広
報
宣
伝

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
そ

の
活
動
は
他
か
ら
支
配
を
受
け
な
い
自

由
な
、
し
か
も
健
全
な
体
験
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
|

い
ろ
い
ろ
の
点
で
共
通
点
(
趣
味
と

か
年
令
な
ど
)
を
も
っ
て
い
る
児
童
が

自
発
的
に
「
ク
ラ
プ
」
を
つ
く
り
、
お

互
い
が
友
達
と
し
て
つ
き
あ
い
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
事
業
を

通
じ
て
社
会
的
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
人
一
人
の
児
童
が
人
格
的
に

生
長
し
ま
す
。
そ
し
て
民
主
的
な
社
会

生
活
を
営
む
上
に
良
い
結
果
を
招
く
よ

う
に
指
導
員
が
か
た
わ
ら
集
団
指
導
を

行
い
ま
す
。

つ
ぎ
は
す
で
に
結
成
さ
れ
て
い
る
児

童
ク
ラ

プ
で
す
。

〔
魚
津
〕
マ
神
明

一
区
仲
良
し
ク
ラ
プ

秋

ン

の天
神
山
、

小学校の体育大会

C>5日=住吉小学校 C>6日=天神小学校
じ>7日=松倉小学校 c> 10日=白倉小学校

1 0月の市税

市民税 3期
一一 納期 10月 31日

一 郵便局から- /7.0功

。犬と受箱について 白 !'I
飼犬に吠えられたり、かみつ u_v

かれたりするために、大切な郵便物の配

達ができなかったり、おくれたりするこ

とがあります。飼犬は、しっかりつない

でおくか、はなれた場所に郵便箱を設け

られるようぜひお願いします。

。私製はがきの規格

劃1便局で売っている官製はがき以外の私
製はがきを差出されるときは、次のとお

り規格制限がありますから注意してくだ

さい。規格外の私製はがきは、お出しに

なってもお返しすることになっておりま

す。

・寸法 たて=12センチ以上14.5センチ以内
よこ=7.4センチ以上10.5センチ以内
・紙質 厚さは官製はがきと同じもの以上

・重さは通常はがき 2グラム以上4グラム
以内、往復はがき4グラム以上8グラム以内 i 
-色彩 白色または淡色、そのほかくわし ; 

いことは郵便局へお問合せください。 i 
地区 In 日 |場所 | 時 間

大町 110月5日|荒町 |前10時30分~後3時
7日|桃源寺 | グ

10日|大町小学校 // 

28日|高吋 |前10時~後4時
13日|しむらの楊 |前9時30分ー前11時30分
大光寺部落 |後1時--4時

14日|木江小学校 !前10時-4時
19日|文化111]"会館 // 

17日|住吉小学校 | 。
24日I // I h 

17日|うら方の湯 |正午~後7時
26日|大徳寺前 |前10時半--12時半
江口倉庫 |後1時--3時
19日|青島保育園 |前10時半--2時
道下小学校 |後2時--5時

24日i大沢区長宅 |前11時~正午
布施爪区長宅112時半---1時半
長引野クラプ|後2時-3時

25日|上中島小学校|前10時~後3時
27日|天神小学校 | 。
28日|松倉小学校 | 。
31日|片貝小学校 | 。

分

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す
か
ら
犬
を
お
持
ち
で
ま
だ

受
け
て
い
な
い
方
は
近
く
の

場
所
で
か
な
ら
ず
受
け
て
く

-
E
F

、o

J
I
J
C
B
V
 

予
防
注
射
を
受
け
る
と
き

は
一
頭
に
つ
い
て
一
一
一
一O
円

登
録
を
受
け
る
と
き
は
コ
一O

O
円
が
要
り
ま
す
。

マ
五
日
H
魚
崎
悼
保
健
所
前

(
前
9
時

半

|
後

3
時
)

マ
六
日
H
市
役
所
前

(
前

9
時
半
l
後

3
時
)

マ
二
十
四
日
H
松
倉
連
絡
所

前
(
前

9
時
半
|
正
午
〉

V
二
十
四
日
日
加
積
農
協
前
(
後

1
時

半
ー
4
時
)

マ
二
十
五
日

H
(
下
中
島
農
協
前

(
前

9
時
半

l
正
午
)

マ
二
十
五
日
H
一一
一ヶ
、
亀
沢
宅
前
(
後

1
時

1
4時
)

な
お
犬
を
お
持
ち
の
方
は
次
の
こ
と

に
注
意
願
い
ま
す
。

。
毎
年
市
役
所
ま
た
は
保
健
所
で
鍛
札

を
受
け
犬
に

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

-
春
秩
二
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
注
射
済
票
を
犬
に
つ
け
て
く
だ
さ

'v 

-
犬
の
飼
主
は
、
人
に
害
を
与
え
な
い

よ
う
犬
を
か
な
ら
ず
し
ば
っ
て
飼
っ

て
く
だ
さ
い
。

-
飼
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
す
ぐ

保
健
所
へ
届
け
で
て
く
だ
さ
い
。

犬の登録と狂犬病予防注射
警
察
か
ら
:・
・:

金
浦
町
の
強
盗
殺
人
事
件
の
解
決
に

寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
ご
協
力
に
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

魚
種
警
察
署
長

ジ百

予

防

接

種

ジ
フ
テ
リ

ア、

百
日
ぜ
き
の
定
期
予

防
接
種
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
が
、

対
象
者
は

フ

テ

ソ

日

ぜ

きア

-
昭
和
白
年

7
月

1
日
か
ら
お
年

6
月

初
白
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
お
よ
び

追
加
免
疫
者

・
昭
和
初
年

4
月
小
学
校
入
学
予
定
者

.
昭
和
初
年

3
月
小
学
校
卒
業
予
定
者

.
昨
年
初
回
免
疫
を
受
け
て
い
な
い
も

の

校下別|場所 | 実 方血 日

松 倉 小学校 11月21日

片貝 // 。 11月 1日 λY 

西布施 イ7 /1 10月31日 // 

白 倉 // 10月11日11月1日 22日

本江 ィア // 2日 H 

道下 。 。 1日 // 

上中島 // 10月12日 2日 24日

加積 // H 7日 28日

村木 // ノケ 2日 24日

経団 // 10月13日 7日 28日

住 吉 式V // H // 

大 町 // 10月14日 4日 25日

天神 // ，ク 。 // 

上野方 f // 。 // 

時間は午後l時から 3時までです。

接種目時お よび 場所

ー

み

ん

な

受

け

よ

う

l

ぞ
き
市
民
全
員
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

し
た
あ
と
血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
。

山
月
の
結
核
健
康
診
断
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
行
い
ま
す
。
該
当
者
は
学
校
、

会
社
な
ど
職
場
で
受
け
ら
れ
る
人
を
の

木

江

下

西布施

上中島

天 神

経 倉

片貝

回

村

本

住

経

道


